
§1．点と直線の距離の公式

点 P(，)から，直線 ℓ：a+b+c=0

に下ろした垂線の足をQとすると

PQ=
a+b+c 

 a+b

この公式の証明には様々なものがありますが，内

積を使った証明がとても美しくて私は好きです。で

も残念ながら，多くの生徒にとっては分かった気が

しないようです。

今回，証明を空間の中で考えることで，とてもシ

ンプルに，しかもほとんど計算をせずに導くことが

出来ました。空間ベクトルを学んだ後にトピックと

して教えると面白いかもしれません。

§2．証明

PQ=0 のときは明らかなので，PQ0 とします。

z空間で，点Pを改めて (，，0)とおいて，

z=a+b+c ……① と定めると，図 1のように，

①は z空間の平面を表し，直線 ℓは平面①と 

平面の交線になります。

ℓは直線ですから， aと bは同時に 0にはならな

いので，平面①と 平面は平行ではありません。

また，点Rを (，，a+b+c)とおくと，点

Rは平面①上の点で，PR⊥(平面) ですから，

PR=a+b+c 

となります。

次の図 2は，図 1を平面 PQRで切ったものです。

平面 PQRは直線 ℓに垂直です。

平面①の法線ベクトル n

を，

n

=(a，b，−1)

とし，点 L，M，Nを，

NM

=n



NL

=(a，b，0)

LM

=(0，0，−1)

を満たす点とします。直線 ℓの方向ベクトル d

を，

d

=(b，−a，0)

とすると，NM

，NL


，LM


はすべて d


に垂直ですか

ら，点 L，M，Nを平面 PQR上の点として定める

ことが出来ます。

このとき，

△PQR△LMN

ですから，

PQ：PR=LM：LN

PQ：a+b+c =1： a+b

となります。よって

PQ=
a+b+c 

 a+b

であることが示せました。
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